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No.10
れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.10 ２０１３ 年 １０ 月 １ 日

鳥取県議会議員 森  雅 幹鳥取県議会議員坂野 経三郎

代表質問（９月18日）代表質問（９月18日）代表質問（９月18日）

　　会派〝絆〞を代表して初めての代表質問 

　9月18日（水）、初めて代表質問を行いました。 
　一番中心に据えたのは「教育問題」でした。
①学力テスト一辺倒ではなく、判断・選択する力、生きる力
　こそ学力としてとらえるべきこと
②「いじめ問題」は出てきた現象に対応する治療的対応
　だけではなく、鳴門教育大学で実践確立された予防教
　育を導入すること
③子どもたちの価値観として、「卑怯」「おてんとうさまが
　いつでも見てる」などといった昔の教え的なものの復活 
④教員の多忙問題で
　は、市町村教育委
　員会に対し動向記
　録をもとに解決策
　を探ること
などを提案しました。 

6月議会の様子6月議会の様子6月議会の様子

　五十嵐会長はじめ、連合鳥取傘下の組合員のみなさまに
は心より感謝申し上げます。お支えいただきました選挙では、
様 な々公約を掲げ、年間1,148万円の報酬と300万円の政務
調査費の見直しを重点項目としました。「身を切る改革・約
束は守る」との信念から政務調査費は全額返納し、苦しい
ながら自らの財布から議会活動費を捻出しています。 
　その他、「景気回復・雇用安定・弱い立場の方々の安心
の確保・県民の生命財産を守る・税金の無駄遣い阻止・行
政との協働社会実現・情報通信網充実」等の、県政課題に
向けて7回に亘る一般質問を通じ取り組み、効果も産み出し
てきました。 
　今後も、額に汗して働く労働者の立場に立ちました政策
制度実現に向けて、
取り組んで参る所存
です。
　引き続き、ご指導
ご鞭撻また、ご理解
ご協力の程、宜しくお
願い申し上げます。 

友好交流の前進と発展を相互で確認友好交流の前進と発展を相互で確認友好交流の前進と発展を相互で確認
－ 中国・吉林省総工会訪問 －－ 中国・吉林省総工会訪問 －－ 中国・吉林省総工会訪問 －

左側／吉林省 総工会幹部
右側／連合鳥取（奥より）　田中事務局長　吉田女性委員長　小椋副会長　本川副会長　岸本副事務局長
左側／吉林省 総工会幹部
右側／連合鳥取（奥より）　田中事務局長　吉田女性委員長　小椋副会長　本川副会長　岸本副事務局長
左側／吉林省 総工会幹部
右側／連合鳥取（奥より）　田中事務局長　吉田女性委員長　小椋副会長　本川副会長　岸本副事務局長

　

日
中
過
ご
し
や
す
く
な
り
、
ま

た
朝
夕
は
冷
え
込
み
今
年
の
猛
暑

を
考
え
る
と
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
実
感
し
ま
す
▼
秋
は
気
候
が
良

い
為
、
様
々
な
経
済
効
果
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
私
の
趣
味
は
模
型

製
作
な
の
で
す
が
、
気
候
が
安
定

す
る
と
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
成
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
何
故
か
と
い
う

と
、
塗
装
を
す
る
に
当
た
っ
て
気

温
と
湿
度
が
非
常
に
重
要
だ
か
ら

で
す
。
ま
ず
、
気
温
が
高
す
ぎ
た

り
低
す
ぎ
た
り
す
る
と
窓
を
開
け

る
事
が
億
劫
に
な
り
ま
す
。
ま
た

湿
度
が
高
い
と
塗
装
膜
に
水
が
入

り
込
み
綺
麗
に
発
色
し
ま
せ
ん
。

結
果
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
る
事
を
中

断
し
が
ち
に
な
り
、
材
料
や
新
し

い
プ
ラ
モ
デ
ル
を
買
う
機
会
も
少

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
▼
趣

味
の
話
を
し
た
い
為
に
経
済
と
結

び
つ
け
ま
し
た
が
、
休
日
に
時
間

や
お
金
を
使
っ
て
趣
味
が
で
き
る

幸
せ
は
諸
先
輩
方
の
労
働
運
動
に

よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
当
た
り
前
の
幸
せ
が
守
ら

れ
る
よ
う
に
、
労
働
運

動
を
継
続
す
る
と

と
も
に
若
い
世
代

に
引
き
継
い
で
い

き
た
い
で
す
。 

（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
） 

　　【ミニクリップ：吉林省総工会】
　中国語で「工」は、「工人」（労働者）の略で、吉林省総工会は、日本における連合鳥取と同様な組織である。主に福利増進と
労使紛争防止の役割をもち、全国総工会をトップに全国の企業や行政機関に組織を有している。 

　

９
月
９
日（
月
）か
ら
１４
日（
土
）の
６
日
間
の
日
程
で
、中
国
・
吉
林
省
総
工

会
と
の
友
好
交
流
協
定
に
基
づ
き
、連
合
鳥
取
代
表
の
５
名
が
中
国
を
訪
問

し
、友
好
交
流
の
発
展
を
改
め
て
相
互
で
確
認
し
ま
し
た
。 

　

９
月
９
日
、
小
椋
副
会
長
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）

を
団
長
と
す
る
５
名
の
訪
問
団
一
行
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
お
け
る
労
働
運
動

の
視
野
・
見
識
の
拡
大
を
目
的
に
、
連
合

鳥
取
の
代
表
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を

果
た
す
べ
く
、
中
国
・
吉
林
省
を
訪
問
し

ま
し
た
。
北
京
空
港
に
到
着
後
、
長
春
空

港
に
向
か
い
、
休
む
間
も
な
く
吉
林
省
総

工
会
と
の
意
見
交
換
会
に
臨
み
ま
し
た
。 

　

冒
頭
、
吉
林
省
総
工
会
の
李
主
席
か
ら

熱
烈
な
歓
迎
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
小
椋
団
長
か
ら
は

「
こ
の
度
の
訪
中
に
対
し
、
熱
烈
な
歓
迎

を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

連
合
鳥
取
と
吉
林
省
総
工
会
と
の
友
好
交

流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
吉
林
省
総
工
会
と
の
友
好
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
感
謝
と

決
意
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
相

互
の
抱
え
る
課
題
や
、
地
域
・
経
済
、
労

働
事
情
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

相
互
理
解
と
友
情
を
改
め
て
確
認
し
ま
し

た
。 

　

訪
中
２
日
目
は
、
地
元
企
業
の
「
中
国

北
車
集
団
長
春
軌
道
客
車
有
限
公
司
」
の

工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
で
は
、

広
大
な
敷
地
の
中
で
お
よ
そ
３
万
人
の
社

員
が
勤
務
し
、
軌
道
車
両
（
客
車
や
電

車
）
設
計
か
ら
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
　

訪
中
３
日
目
は
、
杭
州
に
お
い
て
浙
江

省
総
工
会
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
浙
江
省
総
工
会
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組

を
は
じ
め
、
連
合
静
岡
や
連
合
栃
木
と

い
っ
た
他
県
の
地
方
連
合
会
と
の
交
流
も

あ
り
、
日
本
の
労
働
界
と
の
関
わ
り
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　

訪
中
４
日
目
は
、
杭
州
市
内
の
歴
史
や

文
化
を
肌
で
感
じ
た
後
、
北
京
へ
移
動
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。 

　

そ
し
て
訪
中
５
日
目
に
は
、
こ
の
度
の

日
程
の
締
め
く
く
り
と
な
る
中
華
全
国
総

工
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

国
際
連
絡
部
の
甘
部
長
は
就
任
し
て
ま
だ

日
が
浅
い
こ
と
か
ら
、
雇
用
情
勢
な
ど
日

本
の
労
働
界
が
抱
え
る
課
題
や
、
今
回
訪

中
し
た
メ
ン
バ
ー
の
感
じ
た
こ
と
な
ど
、

興
味
深
く
関
心
を
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
帰
国
当
日
の
訪
中
最
終
日
、
北

京
市
内
北
部
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
内
に

設
け
ら
れ
た
「
２
０
０
８
年
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
（
鳥
巣
）
」

を
視
察
後
、
北
京
空
港
に
向
か
い
、
訪
中

の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

宋
部
長
、
李
さ
ん
、
そ
し
て
北
京
の
案
内

を
し
て
い
た
だ
い
た
邱
さ
ん
の
見
送
り
の

も
と
、
無
事
帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。 

　

こ
の
度
は
マ
ス
コ
ミ
等
に
お
い
て
日
中

間
の
緊
張
が
報
じ
ら
れ
る
中
で
の
訪
中
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
実
際
に
は
訪
問
し

た
先
々
で
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
、
報
道

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
は
全
く
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
国
家
間
の
関

係
が
難
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
友

好
交
流
事
業
を
活
発
に
行
っ
て
い
く
大
事

な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
極

め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
度
の

訪
中
の
目
的
を
達
成
で
き
た
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
、
今
回
の
訪
中
の
先
々
で
受

け
た
手
厚
い
歓
迎
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
吉
林
省
総
工
会

と
の
友
情
と
絆
を
深
め
、
親
善
友
好
交
流

を
通
じ
、
友
好
交
流
協
定
の
目
的
の
さ
ら

な
る
前
進
を
め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

　連合鳥取は「第１０回執行委員会（2013.9.19）」において、2014年２月９日投開票（予定）
の境港市議会議員選挙に松本 熙さんを推薦することを決定しました。 
　組合員のみなさまはもとより、ご家族、友人、知人のみなさまからの
ご支援をよろしくお願いします。

「大山ふれあいの森づくり（植樹祭）」
10月27日10月27日（日）（日）

開催開催
10月27日（日）
開催

　植樹祭に向けた整備（当日苗を植える場所の刈り込み等）等を、
各地協役員のご協力により、９月から毎週土曜日に実施しています。 
　10月27日は多くのみなさんのご参加をお願いします。 

お申し込みは、各地協まで！

■受付／午前8時30分～９時 　※雨天決行 ■受付／午前8時30分～９時 　※雨天決行 
■集合場所／桝水原駐車場 　※現地までは貸切バスで移動 ■集合場所／桝水原駐車場 　※現地までは貸切バスで移動 
■植樹／250本（2mの若木） 　■昼食／桝水原キャンプ場で焼肉 ■植樹／250本（2mの若木） 　■昼食／桝水原キャンプ場で焼肉 
■■持ち持ち物／作業の出来る服装 (厚手の長袖とズボン 長靴か軽量登山靴) 物／作業の出来る服装 (厚手の長袖とズボン 長靴か軽量登山靴) 

■受付／午前8時30分～９時 　※雨天決行 
■集合場所／桝水原駐車場 　※現地までは貸切バスで移動 
■植樹／250本（2mの若木） 　■昼食／桝水原キャンプ場で焼肉 
■持ち物／作業の出来る服装 (厚手の長袖とズボン 長靴か軽量登山靴) 

境港市議会議員選挙推薦決定 

松本 熙さん
（67歳／現職２期／無所属・日教組）

松本 熙さん
（67歳／現職２期／無所属・日教組）

松本 熙さん
（67歳／現職２期／無所属・日教組）

鳥取県の最低賃金

時間額 664円 2013年10月25日

「必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も」
鳥取県内では、使用者はこの最低賃金より低い賃金で労働者を使用することはできません。

鳥 取 県 最 低 賃 金 発 効 年 月 日

「鳥取県最低賃金」は、業種や規模及び常用、臨時、アルバイト・パートなどの雇用
形態にかかわらず、鳥取県内の事業所で働くすべての労働者に適用されます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ひろし



れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.10 ２０１３ 年 １０ 月 １ 日 れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１３ 年 １０ 月 １ 日 No.10 （３）

働く心構えを若者に／労使がコラボ 
－ 高校生向け手引き「ＴＨＥ社会人」完成 －

できることからはじめよう！
－ 青年委員会「列島クリーンキャンペーン」を開催 －

老後を安心して暮らせる社会にしよう
－ 鳥取高退連「第21回定期総会」を開催 －

境港市議会議員選挙 推薦決定 

左より／
宮城経営者協会専務、五十嵐連合鳥取会長、
平井鳥取県知事、前田労福協理事長、
山根教育委員会参事監 

左より／
宮城経営者協会専務、五十嵐連合鳥取会長、
平井鳥取県知事、前田労福協理事長、
山根教育委員会参事監 

左より／
宮城経営者協会専務、五十嵐連合鳥取会長、
平井鳥取県知事、前田労福協理事長、
山根教育委員会参事監 

講師／羽山事務局長講師／羽山事務局長講師／羽山事務局長

定期総会の様子定期総会の様子定期総会の様子

島根原子力館視察島根原子力館視察島根原子力館視察

弓ヶ浜海岸での清掃作業弓ヶ浜海岸での清掃作業弓ヶ浜海岸での清掃作業

　労働者の働く義務と権利をわかりやすく解説したミニ冊子「働きはじめるあなた
へ（ＴＨＥ社会人基礎編）」が完成しました。このミニ冊子は、連合鳥取、（一財）鳥取
県労働者福祉協議会、鳥取県経営者協会が鳥取県教育委員会へ働きかけ作成したも
ので、働くことに関する疑問、社会人の心構え、困ったときの相談窓口などが紹介され
ています。 
　９月18日（水）、五十嵐連合鳥取会長をはじめとする関係団体代表者が鳥取県庁へ
出向き、平井県知事へ完成報告を、横濱県教育長へ来年春高校卒業予定の高校生へ
の配布依頼を行いました。 
　この冊子は新社会人を対象に作成されてはいますが、入社から退職・再就職までの
流れがコンパクトにまとめられており、働く上での基礎知識がとても見やすくまとめら
れています。労働組合の学習の場ではもちろん、ご家族・ご友人にも広くお勧めいただ
けるものとなっています。 
　ご希望の方は、連合鳥取にご連絡ください。
　　　　　　連合鳥取　TEL／０８５７－２６－６６０５ 

　９月21日（土）、青年委員会は参加者30名のもと「列島クリーンキャンペーン」を開
催し、島根原子力発電所見学、弓ヶ浜海岸清掃活動を行いました。
　はじめに、原子力館において島根原子力発電所の概要、原子力発電の仕組みにつ
いて学習し、次に原子力発電所構内を見学しました。現在、原子炉は稼働していませ
んでしたが、東日本大震災での福島第一原発事故以降、島根原子力発電所において
も、二度とあのような事故を起こさないための設備の強化、改築が急ピッチで行われ
ていました。 
　弓ヶ浜海岸清掃活動では、約30分という短い時間ではありましたが、参加者全員の
積極的な取り組みにより、たくさんのゴミを回収することができました。 
　今回の「列島クリーンキャンペーン」を通し、参加者一人ひとりが、エネルギー資源
についての知識を深めるとともに、環境問題について考え、日々の生活において自分に
何ができるのかを、改めて問うきっかけになったのではないでしょうか。

（寄稿 青年委員会 幹事 鈴木和夫さん） 

　鳥取高齢退職者団体連合（略称：鳥取高退連）は「第21回定期総会」を９月26日（木）、ホープスターとっとり（鳥
取市）において開催しました。 
　総会開催前段に、日本高齢・退職者団体連合（略称：退職者連合）より羽山治美事務局長を講師に迎え、「退職
者連合の課題」と題し講演を受けました。主な内容は、①自公政権は我 と々は立ち位
置が違い、あくまで我々生活者・働く者の味方・代表は民主党しかないこと ②憲法改
悪阻止の取り組み ③社会保障制度改革の取り組みについてでした。最後に「退職者
組織の拡大」に向けた取り組みについて協力要請を受け終了しました。 
　その後開催された「第21回定期総会」は、議長に石井義男代議員（ＮＴＴ退職者
会）を選出し、斎木兵治会長のあいさつ、来賓を代表して連合鳥取の五十嵐美知義会
長にあいさつをいただいた後、「2013年度の取り組みの総括」をするとともに、「2014
年度の活動方針」を決定し終了しました。 
　五十嵐連合鳥取会長、斎木鳥取高退連会長はいずれもあいさつにおいて衆・参選
挙結果について「非常に残念な結果に終わった」とふれ、「民主党の政策、なぜ民主
党なのかの周知不足への反省」「今後の安倍政権への不安」等をあげた後、「政権が
交代しようと我々が信頼し期待する政党は民主党しかない。今後も民主党を支援し生
活者・働く者の政治を実現すべく頑張りましょう」と訴えました。
 

（寄稿 鳥取高齢退職者団体連合 事務局長 山田敏明さん） 

　９月21日（土）、大山平原ゴルフクラブにおいて、組合員とＯＢ、事業団体のみなさんの総勢74人が集い、「第22回
連合鳥取杯親睦ゴルフ大会」を開催しました。 
　当日は秋晴れのもと、構成組織の組合員相互の親睦と交流を深め連帯強化を図りました。 
　なお、成績は次の通りです。（敬称略） 

　また、今回も社会貢献活動の一環としてチャリティーを行いました。
　・チャリティー金額：59,205円 
　使途については、別途、執行委員会で報告します。

すべての人に働きがいのある人間らしい仕事が保障される
社会をめざして － 「ディーセント・ワーク世界行動デー2013」を実施します －

昨年の街頭アピールの様子（中部）昨年の街頭アピールの様子（中部）昨年の街頭アピールの様子（中部）

優勝の木村さん（左）と五十嵐会長優勝の木村さん（左）と五十嵐会長優勝の木村さん（左）と五十嵐会長

　連合が加盟する国際労働組合総連合（ITUC）は、公正なグローバル化を通じた持
続可能な社会の実現に向けた取り組みの一環として、2008年より「ディーセント・ワー
ク（働きがいのある人間らしい仕事）世界行動デー」（10月7日）における世界一斉行
動の実施を呼びかけています。 
　連合は、この呼びかけに応じ、全国の地方連合において「希望と安心の社会づくり
キャンペーン」の一環として、連合が求める「期間の定めのない直接雇用」を基本とし
た「人間らしい労働の確保等を定める『雇用憲章（雇用基本法）』（仮称）や『公契約
基本法』の早期制定等の必要性」について訴えることとしています。 
　これを受けて、連合鳥取も毎年、この時期に東部・中部・西部地協を中心に街宣行
動に集い、チラシやティッシュ配布を行い、働く仲間との連帯を強化し団結を強めて行
動していくことを力強く訴えてきており、本年も下記の日程で実施いたします。 
※詳しくは、各地協よりご案内します。 

仲間の親睦と交流を深める － 「第22回連合鳥取杯親睦ゴルフ大会」を開催 －

実施内容 実施場所 日　時 対応者

街宣＆チラシ・
ティッシュ配布を

予定
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JR鳥取駅前

10月17日（木）
18時00分～

連合鳥取執行委員
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【中部地区】
倉吉市内

10月16日（水）
18時30分～ 中部地協役員
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ＪＲ米子駅前

10月18日（金）
18時30分～
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※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。

連合鳥取　青年・女性委員会合同セミナー

◇日時／10月12日（土）　10時00分～15時00分
◇場所／渓泉閣（三朝町）
◇参加要請／青年委員会・女性委員会よりすでに案内しています
◇内容／
　①講演　「私らしく・あなたらしく・いきいきとすごす事のできる
　　　　　 社会を実現するために」
　　講師／一般社団法人 OfficeAnge 代表理事　二宮亜矢子さん
　②グループワーク　テーマ「ワーク・ライフ・バランス」を予定
◇参加費／一人　２,０００円

部落解放鳥取県共闘会議 「第30回現地学習会」（＝10・20狭山鳥取県民集）

◇日時／10月20日（日）　14時00分～16時00分
◇場所／鳥取市人権交流プラザ（鳥取市）
◇参加要請／部落解放鳥取県共闘会議より案内しています
◇内容／
　①ＤＶＤ上映　「SAYAMA みえない手錠をはずすまで」予告編
　②講演　「狭山50年の闘いの歩みと今後の課題」（仮題）
　　講師／狭山弁護団　中山武敏 主任弁護士
　③石川一雄さんの訴え

連合鳥取　第10回男女平等参画学習会

◇日時／10月19日（土）　９時３０分～１１時30分
◇場所／中部教育会館（倉吉市）
◇参加要請／産別を通じて案内しています
◇内容／
　①講演　「連合第４次男女平等参画推進計画について」
　　講師／連合男女平等局長　曽根崎 義治さん
　②事例報告
　③まとめ

連合鳥取　第９回セイフティネットワーク集会

◇日時／10月29日（火）　13時30分～16時00分
◇場所／ＪＡＭ明治製作所労働組合・（株）明治製作所（倉吉市）
◇参加範囲／連合鳥取執行委員（代理可）
◇内容／
　①ＪＡＭ明治製作所労働組合および、（株）明治製作所の安全衛生
　　に関する取り組み紹介と意見交換
　②工場見学等

◇優　勝 木村　　学（全労金中国労働金庫労働組合） GROSS：95 HDCP：26.40 NET：68.60
◇準優勝 王新　忠広（紙パ連合王子製紙新労働組合米子支部） GROSS：85 HDCP：14.40 NET：70.60
◇３　位 三島　一文（自治労伯耆町職員労働組合） GROSS：79 HDCP：  7.20 NET：71.80
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働く心構えを若者に／労使がコラボ 
－ 高校生向け手引き「ＴＨＥ社会人」完成 －

できることからはじめよう！
－ 青年委員会「列島クリーンキャンペーン」を開催 －

老後を安心して暮らせる社会にしよう
－ 鳥取高退連「第21回定期総会」を開催 －

境港市議会議員選挙 推薦決定 

左より／
宮城経営者協会専務、五十嵐連合鳥取会長、
平井鳥取県知事、前田労福協理事長、
山根教育委員会参事監 
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山根教育委員会参事監 

講師／羽山事務局長講師／羽山事務局長講師／羽山事務局長

定期総会の様子定期総会の様子定期総会の様子

島根原子力館視察島根原子力館視察島根原子力館視察

弓ヶ浜海岸での清掃作業弓ヶ浜海岸での清掃作業弓ヶ浜海岸での清掃作業

　労働者の働く義務と権利をわかりやすく解説したミニ冊子「働きはじめるあなた
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県労働者福祉協議会、鳥取県経営者協会が鳥取県教育委員会へ働きかけ作成したも
ので、働くことに関する疑問、社会人の心構え、困ったときの相談窓口などが紹介され
ています。 
　９月18日（水）、五十嵐連合鳥取会長をはじめとする関係団体代表者が鳥取県庁へ
出向き、平井県知事へ完成報告を、横濱県教育長へ来年春高校卒業予定の高校生へ
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れています。労働組合の学習の場ではもちろん、ご家族・ご友人にも広くお勧めいただ
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　９月21日（土）、青年委員会は参加者30名のもと「列島クリーンキャンペーン」を開
催し、島根原子力発電所見学、弓ヶ浜海岸清掃活動を行いました。
　はじめに、原子力館において島根原子力発電所の概要、原子力発電の仕組みにつ
いて学習し、次に原子力発電所構内を見学しました。現在、原子炉は稼働していませ
んでしたが、東日本大震災での福島第一原発事故以降、島根原子力発電所において
も、二度とあのような事故を起こさないための設備の強化、改築が急ピッチで行われ
ていました。 
　弓ヶ浜海岸清掃活動では、約30分という短い時間ではありましたが、参加者全員の
積極的な取り組みにより、たくさんのゴミを回収することができました。 
　今回の「列島クリーンキャンペーン」を通し、参加者一人ひとりが、エネルギー資源
についての知識を深めるとともに、環境問題について考え、日々の生活において自分に
何ができるのかを、改めて問うきっかけになったのではないでしょうか。

（寄稿 青年委員会 幹事 鈴木和夫さん） 

　鳥取高齢退職者団体連合（略称：鳥取高退連）は「第21回定期総会」を９月26日（木）、ホープスターとっとり（鳥
取市）において開催しました。 
　総会開催前段に、日本高齢・退職者団体連合（略称：退職者連合）より羽山治美事務局長を講師に迎え、「退職
者連合の課題」と題し講演を受けました。主な内容は、①自公政権は我 と々は立ち位
置が違い、あくまで我々生活者・働く者の味方・代表は民主党しかないこと ②憲法改
悪阻止の取り組み ③社会保障制度改革の取り組みについてでした。最後に「退職者
組織の拡大」に向けた取り組みについて協力要請を受け終了しました。 
　その後開催された「第21回定期総会」は、議長に石井義男代議員（ＮＴＴ退職者
会）を選出し、斎木兵治会長のあいさつ、来賓を代表して連合鳥取の五十嵐美知義会
長にあいさつをいただいた後、「2013年度の取り組みの総括」をするとともに、「2014
年度の活動方針」を決定し終了しました。 
　五十嵐連合鳥取会長、斎木鳥取高退連会長はいずれもあいさつにおいて衆・参選
挙結果について「非常に残念な結果に終わった」とふれ、「民主党の政策、なぜ民主
党なのかの周知不足への反省」「今後の安倍政権への不安」等をあげた後、「政権が
交代しようと我々が信頼し期待する政党は民主党しかない。今後も民主党を支援し生
活者・働く者の政治を実現すべく頑張りましょう」と訴えました。
 

（寄稿 鳥取高齢退職者団体連合 事務局長 山田敏明さん） 

　９月21日（土）、大山平原ゴルフクラブにおいて、組合員とＯＢ、事業団体のみなさんの総勢74人が集い、「第22回
連合鳥取杯親睦ゴルフ大会」を開催しました。 
　当日は秋晴れのもと、構成組織の組合員相互の親睦と交流を深め連帯強化を図りました。 
　なお、成績は次の通りです。（敬称略） 

　また、今回も社会貢献活動の一環としてチャリティーを行いました。
　・チャリティー金額：59,205円 
　使途については、別途、執行委員会で報告します。

すべての人に働きがいのある人間らしい仕事が保障される
社会をめざして － 「ディーセント・ワーク世界行動デー2013」を実施します －

昨年の街頭アピールの様子（中部）昨年の街頭アピールの様子（中部）昨年の街頭アピールの様子（中部）

優勝の木村さん（左）と五十嵐会長優勝の木村さん（左）と五十嵐会長優勝の木村さん（左）と五十嵐会長

　連合が加盟する国際労働組合総連合（ITUC）は、公正なグローバル化を通じた持
続可能な社会の実現に向けた取り組みの一環として、2008年より「ディーセント・ワー
ク（働きがいのある人間らしい仕事）世界行動デー」（10月7日）における世界一斉行
動の実施を呼びかけています。 
　連合は、この呼びかけに応じ、全国の地方連合において「希望と安心の社会づくり
キャンペーン」の一環として、連合が求める「期間の定めのない直接雇用」を基本とし
た「人間らしい労働の確保等を定める『雇用憲章（雇用基本法）』（仮称）や『公契約
基本法』の早期制定等の必要性」について訴えることとしています。 
　これを受けて、連合鳥取も毎年、この時期に東部・中部・西部地協を中心に街宣行
動に集い、チラシやティッシュ配布を行い、働く仲間との連帯を強化し団結を強めて行
動していくことを力強く訴えてきており、本年も下記の日程で実施いたします。 
※詳しくは、各地協よりご案内します。 

仲間の親睦と交流を深める － 「第22回連合鳥取杯親睦ゴルフ大会」を開催 －

実施内容 実施場所 日　時 対応者

街宣＆チラシ・
ティッシュ配布を

予定

【東部地区】
JR鳥取駅前

10月17日（木）
18時00分～

連合鳥取執行委員
東部地協役員

【中部地区】
倉吉市内

10月16日（水）
18時30分～ 中部地協役員

西部地協役員【西部地区】
ＪＲ米子駅前

10月18日（金）
18時30分～

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。

連合鳥取　青年・女性委員会合同セミナー

◇日時／10月12日（土）　10時00分～15時00分
◇場所／渓泉閣（三朝町）
◇参加要請／青年委員会・女性委員会よりすでに案内しています
◇内容／
　①講演　「私らしく・あなたらしく・いきいきとすごす事のできる
　　　　　 社会を実現するために」
　　講師／一般社団法人 OfficeAnge 代表理事　二宮亜矢子さん
　②グループワーク　テーマ「ワーク・ライフ・バランス」を予定
◇参加費／一人　２,０００円

部落解放鳥取県共闘会議 「第30回現地学習会」（＝10・20狭山鳥取県民集）

◇日時／10月20日（日）　14時00分～16時00分
◇場所／鳥取市人権交流プラザ（鳥取市）
◇参加要請／部落解放鳥取県共闘会議より案内しています
◇内容／
　①ＤＶＤ上映　「SAYAMA みえない手錠をはずすまで」予告編
　②講演　「狭山50年の闘いの歩みと今後の課題」（仮題）
　　講師／狭山弁護団　中山武敏 主任弁護士
　③石川一雄さんの訴え

連合鳥取　第10回男女平等参画学習会

◇日時／10月19日（土）　９時３０分～１１時30分
◇場所／中部教育会館（倉吉市）
◇参加要請／産別を通じて案内しています
◇内容／
　①講演　「連合第４次男女平等参画推進計画について」
　　講師／連合男女平等局長　曽根崎 義治さん
　②事例報告
　③まとめ

連合鳥取　第９回セイフティネットワーク集会

◇日時／10月29日（火）　13時30分～16時00分
◇場所／ＪＡＭ明治製作所労働組合・（株）明治製作所（倉吉市）
◇参加範囲／連合鳥取執行委員（代理可）
◇内容／
　①ＪＡＭ明治製作所労働組合および、（株）明治製作所の安全衛生
　　に関する取り組み紹介と意見交換
　②工場見学等

◇優　勝 木村　　学（全労金中国労働金庫労働組合） GROSS：95 HDCP：26.40 NET：68.60
◇準優勝 王新　忠広（紙パ連合王子製紙新労働組合米子支部） GROSS：85 HDCP：14.40 NET：70.60
◇３　位 三島　一文（自治労伯耆町職員労働組合） GROSS：79 HDCP：  7.20 NET：71.80
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鳥取県議会議員 森  雅 幹鳥取県議会議員坂野 経三郎

代表質問（９月18日）代表質問（９月18日）代表質問（９月18日）

　　会派〝絆〞を代表して初めての代表質問 

　9月18日（水）、初めて代表質問を行いました。 
　一番中心に据えたのは「教育問題」でした。
①学力テスト一辺倒ではなく、判断・選択する力、生きる力
　こそ学力としてとらえるべきこと
②「いじめ問題」は出てきた現象に対応する治療的対応
　だけではなく、鳴門教育大学で実践確立された予防教
　育を導入すること
③子どもたちの価値観として、「卑怯」「おてんとうさまが
　いつでも見てる」などといった昔の教え的なものの復活 
④教員の多忙問題で
　は、市町村教育委
　員会に対し動向記
　録をもとに解決策
　を探ること
などを提案しました。 

6月議会の様子6月議会の様子6月議会の様子

　五十嵐会長はじめ、連合鳥取傘下の組合員のみなさまに
は心より感謝申し上げます。お支えいただきました選挙では、
様 な々公約を掲げ、年間1,148万円の報酬と300万円の政務
調査費の見直しを重点項目としました。「身を切る改革・約
束は守る」との信念から政務調査費は全額返納し、苦しい
ながら自らの財布から議会活動費を捻出しています。 
　その他、「景気回復・雇用安定・弱い立場の方々の安心
の確保・県民の生命財産を守る・税金の無駄遣い阻止・行
政との協働社会実現・情報通信網充実」等の、県政課題に
向けて7回に亘る一般質問を通じ取り組み、効果も産み出し
てきました。 
　今後も、額に汗して働く労働者の立場に立ちました政策
制度実現に向けて、
取り組んで参る所存
です。
　引き続き、ご指導
ご鞭撻また、ご理解
ご協力の程、宜しくお
願い申し上げます。 

友好交流の前進と発展を相互で確認友好交流の前進と発展を相互で確認友好交流の前進と発展を相互で確認
－ 中国・吉林省総工会訪問 －－ 中国・吉林省総工会訪問 －－ 中国・吉林省総工会訪問 －

左側／吉林省 総工会幹部
右側／連合鳥取（奥より）　田中事務局長　吉田女性委員長　小椋副会長　本川副会長　岸本副事務局長
左側／吉林省 総工会幹部
右側／連合鳥取（奥より）　田中事務局長　吉田女性委員長　小椋副会長　本川副会長　岸本副事務局長
左側／吉林省 総工会幹部
右側／連合鳥取（奥より）　田中事務局長　吉田女性委員長　小椋副会長　本川副会長　岸本副事務局長

　

日
中
過
ご
し
や
す
く
な
り
、
ま

た
朝
夕
は
冷
え
込
み
今
年
の
猛
暑

を
考
え
る
と
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
実
感
し
ま
す
▼
秋
は
気
候
が
良

い
為
、
様
々
な
経
済
効
果
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
私
の
趣
味
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製
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、
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候
が
安
定

す
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と
プ
ラ
モ
デ
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成
し
や
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く
な
り
ま
す
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何
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と
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を
す
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に
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て
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だ
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す
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膜
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。

結
果
プ
ラ
モ
デ
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を
作
る
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中

断
し
が
ち
に
な
り
、
材
料
や
新
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い
プ
ラ
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デ
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を
買
う
機
会
も
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な
く
な
っ
て
し
ま
う
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で
す
▼
趣

味
の
話
を
し
た
い
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に
経
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結

び
つ
け
ま
し
た
が
、
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日
に
時
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や
お
金
を
使
っ
て
趣
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が
で
き
る

幸
せ
は
諸
先
輩
方
の
労
働
運
動
に

よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
当
た
り
前
の
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せ
が
守
ら

れ
る
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う
に
、
労
働
運

動
を
継
続
す
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と

と
も
に
若
い
世
代

に
引
き
継
い
で
い

き
た
い
で
す
。 
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Ｒ
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　　【ミニクリップ：吉林省総工会】
　中国語で「工」は、「工人」（労働者）の略で、吉林省総工会は、日本における連合鳥取と同様な組織である。主に福利増進と
労使紛争防止の役割をもち、全国総工会をトップに全国の企業や行政機関に組織を有している。 

　

９
月
９
日（
月
）か
ら
１４
日（
土
）の
６
日
間
の
日
程
で
、中
国
・
吉
林
省
総
工

会
と
の
友
好
交
流
協
定
に
基
づ
き
、連
合
鳥
取
代
表
の
５
名
が
中
国
を
訪
問

し
、友
好
交
流
の
発
展
を
改
め
て
相
互
で
確
認
し
ま
し
た
。 

　

９
月
９
日
、
小
椋
副
会
長
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）

を
団
長
と
す
る
５
名
の
訪
問
団
一
行
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
お
け
る
労
働
運
動

の
視
野
・
見
識
の
拡
大
を
目
的
に
、
連
合

鳥
取
の
代
表
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を

果
た
す
べ
く
、
中
国
・
吉
林
省
を
訪
問
し

ま
し
た
。
北
京
空
港
に
到
着
後
、
長
春
空

港
に
向
か
い
、
休
む
間
も
な
く
吉
林
省
総

工
会
と
の
意
見
交
換
会
に
臨
み
ま
し
た
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冒
頭
、
吉
林
省
総
工
会
の
李
主
席
か
ら

熱
烈
な
歓
迎
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
小
椋
団
長
か
ら
は

「
こ
の
度
の
訪
中
に
対
し
、
熱
烈
な
歓
迎

を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

連
合
鳥
取
と
吉
林
省
総
工
会
と
の
友
好
交

流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
吉
林
省
総
工
会
と
の
友
好
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
感
謝
と

決
意
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
相

互
の
抱
え
る
課
題
や
、
地
域
・
経
済
、
労

働
事
情
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

相
互
理
解
と
友
情
を
改
め
て
確
認
し
ま
し

た
。 

　

訪
中
２
日
目
は
、
地
元
企
業
の
「
中
国

北
車
集
団
長
春
軌
道
客
車
有
限
公
司
」
の

工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
で
は
、

広
大
な
敷
地
の
中
で
お
よ
そ
３
万
人
の
社

員
が
勤
務
し
、
軌
道
車
両
（
客
車
や
電

車
）
設
計
か
ら
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
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訪
中
３
日
目
は
、
杭
州
に
お
い
て
浙
江

省
総
工
会
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
浙
江
省
総
工
会
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組

を
は
じ
め
、
連
合
静
岡
や
連
合
栃
木
と

い
っ
た
他
県
の
地
方
連
合
会
と
の
交
流
も

あ
り
、
日
本
の
労
働
界
と
の
関
わ
り
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　

訪
中
４
日
目
は
、
杭
州
市
内
の
歴
史
や

文
化
を
肌
で
感
じ
た
後
、
北
京
へ
移
動
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。 

　

そ
し
て
訪
中
５
日
目
に
は
、
こ
の
度
の

日
程
の
締
め
く
く
り
と
な
る
中
華
全
国
総

工
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

国
際
連
絡
部
の
甘
部
長
は
就
任
し
て
ま
だ

日
が
浅
い
こ
と
か
ら
、
雇
用
情
勢
な
ど
日

本
の
労
働
界
が
抱
え
る
課
題
や
、
今
回
訪

中
し
た
メ
ン
バ
ー
の
感
じ
た
こ
と
な
ど
、

興
味
深
く
関
心
を
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
帰
国
当
日
の
訪
中
最
終
日
、
北

京
市
内
北
部
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
内
に

設
け
ら
れ
た
「
２
０
０
８
年
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
（
鳥
巣
）
」

を
視
察
後
、
北
京
空
港
に
向
か
い
、
訪
中

の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

宋
部
長
、
李
さ
ん
、
そ
し
て
北
京
の
案
内

を
し
て
い
た
だ
い
た
邱
さ
ん
の
見
送
り
の

も
と
、
無
事
帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。 

　

こ
の
度
は
マ
ス
コ
ミ
等
に
お
い
て
日
中

間
の
緊
張
が
報
じ
ら
れ
る
中
で
の
訪
中
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
実
際
に
は
訪
問
し

た
先
々
で
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
、
報
道

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
は
全
く
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
国
家
間
の
関

係
が
難
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
友

好
交
流
事
業
を
活
発
に
行
っ
て
い
く
大
事

な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
極

め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
度
の

訪
中
の
目
的
を
達
成
で
き
た
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
、
今
回
の
訪
中
の
先
々
で
受

け
た
手
厚
い
歓
迎
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
吉
林
省
総
工
会

と
の
友
情
と
絆
を
深
め
、
親
善
友
好
交
流

を
通
じ
、
友
好
交
流
協
定
の
目
的
の
さ
ら

な
る
前
進
を
め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

　連合鳥取は「第１０回執行委員会（2013.9.19）」において、2014年２月９日投開票（予定）
の境港市議会議員選挙に松本 熙さんを推薦することを決定しました。 
　組合員のみなさまはもとより、ご家族、友人、知人のみなさまからの
ご支援をよろしくお願いします。

「大山ふれあいの森づくり（植樹祭）」
10月27日10月27日（日）（日）

開催開催
10月27日（日）
開催

　植樹祭に向けた整備（当日苗を植える場所の刈り込み等）等を、
各地協役員のご協力により、９月から毎週土曜日に実施しています。 
　10月27日は多くのみなさんのご参加をお願いします。 

お申し込みは、各地協まで！

■受付／午前8時30分～９時 　※雨天決行 ■受付／午前8時30分～９時 　※雨天決行 
■集合場所／桝水原駐車場 　※現地までは貸切バスで移動 ■集合場所／桝水原駐車場 　※現地までは貸切バスで移動 
■植樹／250本（2mの若木） 　■昼食／桝水原キャンプ場で焼肉 ■植樹／250本（2mの若木） 　■昼食／桝水原キャンプ場で焼肉 
■■持ち持ち物／作業の出来る服装 (厚手の長袖とズボン 長靴か軽量登山靴) 物／作業の出来る服装 (厚手の長袖とズボン 長靴か軽量登山靴) 

■受付／午前8時30分～９時 　※雨天決行 
■集合場所／桝水原駐車場 　※現地までは貸切バスで移動 
■植樹／250本（2mの若木） 　■昼食／桝水原キャンプ場で焼肉 
■持ち物／作業の出来る服装 (厚手の長袖とズボン 長靴か軽量登山靴) 

境港市議会議員選挙推薦決定 

松本 熙さん
（67歳／現職２期／無所属・日教組）

松本 熙さん
（67歳／現職２期／無所属・日教組）

松本 熙さん
（67歳／現職２期／無所属・日教組）

鳥取県の最低賃金

時間額 664円 2013年10月25日

「必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も」
鳥取県内では、使用者はこの最低賃金より低い賃金で労働者を使用することはできません。

鳥 取 県 最 低 賃 金 発 効 年 月 日

「鳥取県最低賃金」は、業種や規模及び常用、臨時、アルバイト・パートなどの雇用
形態にかかわらず、鳥取県内の事業所で働くすべての労働者に適用されます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ひろし
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